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復興庁事務次官が町内
を視察

　８月２７日に復興庁の峰久幸義事

務次官が来町し、被災箇所の現状や

復興交付金による整備予定箇所など

を視察しました。

　グリーン広場から松島海岸中央広

場までの公園施設や港湾施設、手樽

地区の漁業施設、磯崎地区の災害公

営住宅建設予定箇所などを回り、担

当者から復興事業の計画概要などに

ついて説明を受けました。その後、

役場でa 平副町長と復興事業に係

る課題などについて、意見交換を行

いました。

　峰久事務次官は、「さまざまな課

題があると思いますが、復興庁と宮

城復興局と協力しながら、地域の早

期復興を支援したい」と話していま

した。

いつまでもお元気で

　第５５回松島町敬老会が９月１７日

の敬老の日に中央公民館で開催され、

７７歳以上の方、２， ２２６人（男８４６人、

女１， ３８０人）が祝福を受けました。

　式典では、大橋町長が「豊かな地

域づくりのため、長年培った豊富な

経験と知識を次の世代へと伝承して

いただきますよう期待しておりま

す」と式辞を述べ、町と社会福祉協

議会から代表者へ記念品が贈呈され

ました。

　出席者を代表して、森竹洋子さん

（高城）が「将来、松島を担う若者

のお手本となれるように、これから

もがんばっていきます」と謝辞を述

べました。

　また、式典の後には松島町芸術文

化協会の皆さんによる歌や踊りのア

トラクションが披露され、出席者は

楽しいひとときを過ごしていました。

▲謝辞を述べる森竹洋子
さん（高城）

▲多くの方が会場に足を運び、楽しいひとときを
過ごしていました

▲松島舞踊会の皆
さんによる花笠
音頭

▲漁港などの現状を視察

▲q 平副町長と意見交換会をする峰久事務次官（右）

▲大橋町長から記念品が手渡
されました
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幻想的な松島の月

　９月１日と２日の２日間、第１３回

「月の松島 」in 観瀾亭が開催され、

外国人観光客などを含め約 200 人

が訪れました。

　残暑が続く今年の秋の夜に開催さ

れたお月見会は、大きな雲で月が見

えない時間帯もありましたが、顔を

出したすばらしい満月に、参加され

た方々は目を奪われていました。

　また、お月見会では、錦心流琵琶・

朝暉会の中田朝水さんらによる琵琶

の演奏が行われ、幻想的な癒しの空

間がつくりあげられました。

▲満月が顔を出しました

宮城の現場訪問事業
村井宮城県知事が来松

　村井嘉浩宮城県知事が県内の現場

を視察するため、９月４日に本町を

訪れました。

　佐藤久一郎松島観光協会長の案内

で、松島海岸レストハウス付近や伐

採が決まった瑞巌寺の杉並木などを

視察。その後、四季彩食松島推進協

議会（佐藤信幸会長）が主催する

「松島四季彩食コンテスト」で受賞

したシェフが作るホテルランチを試

食しました。

　村井知事は「おいしい食べ物をい

ただくことは旅の醍醐味。観光地松

島の取り組みを応援したい」と話し

ていました。

元気な身体をいつまでも

　総合健康診断が９月４日から１４

日まで行われ、約 3,200 人の町民が

受診しました。

　期間中は、１８歳以上の方を対象と

した青年健診や、７５歳以上の方を対

象としたお達者健診、結核検診やが

ん検診など、多岐にわたる検診が保

健福祉センターで行われました。

　また、専門スタッフによる心の健

康コーナーも設置。町では、心身と

もに健康になれる取り組みを実施し

ています。年１回行われる健康診査

は、忘れずに受診しましょう。

　また、今回受診できなかった方々

を対象に追加健診を実施します。詳

細は、２１ページをご覧ください。

▲コミュニケーションを取りながら

▲中田朝水さんによる美しい琵琶の
演奏が松島湾を包みました

▲検査項目を確認

▲心の健康コーナーも好評でした

▲本町のさまざまな分野の有識者と意見交換を
行いました

▲村井宮城県知事

▲松島海岸レストハウス付近を
視察
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・医療費助成制度の変更点

　①制度の名称を「乳幼児医療費助成制度」から「子ども医療費助成制度」に変更します。

　②入院に係る助成の対象を中学生まで（１５歳に達する最初の年度末まで）に拡大します。
� ���������

●制度比較表

平成２４年１０月１日から平成２４年９月３０日まで

０歳から６歳の年度末まで０歳から６歳の年度末まで通院
対象年齢

０歳から１５歳に達した年度末まで０歳から７歳の誕生月末まで入院

対象外対象外入院時食事療養費

ありあり所得制限

松島町子ども医療費助成制度松島町乳幼児医療費助成制度名　　称

・受給者証の交付について

●乳幼児受給者証を持っている方

　保護者宛に新しく「子ども医療費受給者証」を送付します。保険証等内容に変更がある方のみ窓口で手続きを行ってください。
� �������������������������

●新しく対象となる方

　すでに申請案内を送付してありますが、手続きがお済みの方は、保護者宛に「子ども医療費受給者証」を送付しま

す。まだ手続きがお済みでない方は窓口にて手続きを行ってください。

　なお、所得制限がありますので（別表参照）、受給者証が所得制限により交付されない方には不交付通知を送付します。

（別表）子ども医療費助成所得制限表

所得制限基準額扶養親族等の数

３，４０１，０００円０人

３，７８１，０００円１人

４，１６１，０００円２人

４，５４１，０００円３人

４，９２１，０００円４人

５，３０１，０００円５人

※老人控除対象者または老人扶養親族１人につき、上記

の金額に１０万円を加算します。また、特定扶養親族は

１人につき、上記の金額に１５万円を加算します。

●問合先　町民福祉課福祉班　�３５４－５７０６

平成２４年１０月１日から平成２４年１０月１日から
入院について、中学生までの入院について、中学生までの
医療費が無料になります医療費が無料になります

町では、通院については６歳の年度末まで、入院については７歳の誕生月末まで町では、通院については６歳の年度末まで、入院については７歳の誕生月末まで

医療費自己負担額の助成を行っていましたが、子どもの保健向上と子育て支援の充実を図るため、医療費自己負担額の助成を行っていましたが、子どもの保健向上と子育て支援の充実を図るため、

平成２４年１０月１日から入院に係る助成対象者を中学生まで拡大いたします。平成２４年１０月１日から入院に係る助成対象者を中学生まで拡大いたします。
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○障害者虐待を受けたと「思われる場合であっても」、市町村に通報を行わなければなりません。

○障害者本人は自分のされていることが虐待だと認識できない場合があります。早い段階での通報が、未然防

止や早期解決につながります。

○ちょっとした過ちは誰にでもあるので、どこでも虐待は起こりえます。

○関係機関の連携・協力によるチーム対応で解決を図りますので、早めの相談に努めなければなりません。

虐待の種類

①擁護者による障害者虐待　　②障害者福祉施設従事者等による障害者虐待

③使用者（職場）による障害者虐待があります。

具　　体　　例区　分

○身体に傷やあざを与える行為　○平手打ちをする　○殴る　○蹴る　○つねる　

○縛りつける　○過剰な投薬　など
身体的虐待

○表面上は同意しているように見える性的な行為　○性交　○性器への接触　○裸にする

○キスをする　○本人の前でわいせつな言葉を発する　など
性的虐待

○「バカ」など侮辱する言葉を浴びせる　○怒鳴る　○ののしる　○子ども扱いする

○人格をおとしめるような扱いをする　○意図的に無視する　など
心理的虐待

○身辺の世話や介助をしない　○食事や水分を十分に与えない　○食事の著しい偏りによっ

て健康状態が悪化している　○汚れた服を着させ続ける　○ごみを放置したままにしてある

など劣悪な住環境の中で生活させる　○福祉サービスや医療を受けさせない　など

放棄・放任（ネグレクト）

○本人が希望する金銭の使用を理由なく制限する　○年金や賃金を渡さない

○本人の財産を不当に処分すること　○本人から不当に財産上の利益を得ること　など
経済的虐待

○虐待をしているという「自覚」は問いません。

○障害者本人の「自覚」は問いません。

○親や家族の意向が障害者のニーズと異なる場合があります。

○虐待の判断は、客観性を確保する観点から複数の職員で対応します。

　この法律では、通報等をした人に対する保護規定が定められており、通報等を理由とする解雇などが禁じられてい

ます。また、市町村や都道府県には、通報等をした人を特定させる元を漏らしてはならないとする守秘義務が課せら

れています。匿名による通報等でも受け付けてもらえます。

●問合先　宮城県保健福祉部障害福祉課　�２１１－２５３９　松島町町民福祉課福祉班　�３５４－５７０６

障害者虐待防止法が施行されます
　障害者に対する虐待の禁止、障害者虐待の予防および早期発見を定め、障害者の権利利益の擁護に

資することを目的に、障害者虐待防止法が平成２３年６月に成立しました。（平成２４年１０月施行）

　手帳保持者のほか、心身の機能に障害がある人で、障害や社会的障壁により、日常生活や社会生活

が困難で支援が必要な人が対象です。（発達障害の人も対象）
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　ねんりんピック宮城・仙台２０１２では、あらゆる世代の方々の参加による世代間の積極的な交流により、

にぎわいを創出し、笑顔と感動の祭典を創りあげることを基本方針としています。

　そうした中、松島町では６０歳以上の方を対象として以下の内容でサッカー交流大会が開催されます。

松島運動公園 松島フットボールセンター

　全国各地から600人以上の

選手や関係者をお迎えし、

サッカー競技や健康づくり教

室など同時開催しますので、

ぜひ、ご来場ください。

●問合先　松島町町民福祉課ねんりんピック推進室　�０２２－３５５－０６６６

ねんりんピック宮城・仙台２０１２ 
なぎなた出場　鈴木照子さん（磯崎）
　１０月１３日から宮城県で開催されるねんりんピック宮城・仙台２０１２のな

ぎなた交流大会に、宮城県代表として鈴木照子さん（磯崎）が出場します。

　鈴木さんは、石巻市や東松島市、仙台市でなぎなた教室を開き、国体で

監督もこなす大ベテラン。９月１２日には大橋町長を表敬

訪問し、「優勝を狙ってがんばります」と意気込みを語って

いました。

　なぎなた交流大会は、仙台市の青葉体育館で行われま

す。

�

�

�

�

�����������������������������

�����������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�▲大橋町長から激励される鈴木さん

・主催　厚生労働省　宮城県　仙台市　一般財団法人長寿社会開発センター

ねんりんピック宮城・仙台２０１２実行委員会

利府町　ねんりんピック宮城・仙台２０１２利府町実行委員会

松島町　ねんりんピック宮城・仙台２０１２松島町実行委員会

・主管　社団法人宮城県サッカー協会　・後援　公益財団法人日本サッカー協会

・日時　開始式：平成２４年１０月１３日 （土）１５：４５～

　　　　試　合：平成２４年１０月１４日 （日）・１５日（月）

　　　　　　　　14日 （日）9：00 ～ 16：10　　15 日 （月）9：00 ～ 15：15

　　　　　　　　表彰式　　終了後随時

・会場　開始式：利府町総合体育館（メインアリーナ）

　　　　試合会場　（１）利府会場

　　　　　　　　　　　・宮城県総合運動公園　宮城スタジアム、補助競技場 ・宮城県サッカー場

　　　 　　　　　　 　　（２）松島会場

　　　　　　　　　　　・松島運動公園　1面　・松島フットボールセンター　2面

松島町は サッカー
交流大会の開催地です！！
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部　

第
一
位  
川
村
久
作

６０郡
駅
伝
競
走
大
会

（
九
月
六
日  
利
府
町
加
瀬
沼
公
園
）

女
子

第
六
位  
松
島
中
学
校
Ａ
チ
ー
ム

第
七
位  
松
島
中
学
校
Ｂ
チ
ー
ム

区
間
賞  
第
4
区  
第
二
位  
谷
地
彩
音

　
　
　
　
　
　
 　
 
第
三
位  
角
田
友
希
乃

男
子 

第
一
位  
松
島
中
学
校
Ａ
チ
ー
ム

第
七
位  
松
島
中
学
校
Ｂ
チ
ー
ム

区
間
賞  
第
1
区  
第
一
位  
丹
野
海
人

第
２
区  
第
二
位  
色
川
幸
太
郎

第
３
区  
第
二
位  
内
海
裕
太

            
第
三
位  
須
田
洋
則

第
４
区  
第
二
位  
本
田
賢
太

第
５
区  
第
二
位  
伊
藤
佳
貴

第
６
区  
第
一
位  
佐
々
雄
紀

宮
城
ヘ
ル
シ
ー
２
０
１
２
ふ
る
さ
と

ス
ポ
ー
ツ
祭
仙
台
管
内
大
会  

（
八
月
二
十
六
日  
宮
城
総
合
運
動
公
園
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

第
一
位  
佐
々
木
淳
郎
（
高
城
）

第
三
位  
小
関
行
雄
（
本
郷
）

第
七
位  
大
山
尭
（
磯
崎
）  

ペ
タ
ン
ク 

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク　

第
一
位  
松
島
Ａ
チ
ー
ム

Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク　

第
一
位  
松
島
Ｂ
チ
ー
ム

フ
ッ
ト
サ
ル
（
一
般
の
部
）

第
一
位  
Ｆ
Ｃ
す
っ
と
こ
ど
っ
こ
い

　

松
島
町
で
育
ち
、
サ
ッ
カ
ー
女

子
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
、
ベ
ガ

ル
タ
仙
台
レ
デ
ィ
ー
ス
に
所
属
す

る
小
野
瞳
選
手
を
応
援
す
る
「
小

野
瞳
選
手
後
援
会
」
の
発
足
式
が
、

九
月
十
六
日
に
ホ
テ
ル
大
観
荘
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
足
式
に
は
、
小
野
瞳
選
手
の

ほ
か
に
、
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
レ

デ
ィ
ー
ス
の
千
葉
泰
伸
監
督
、
下

小
鶴
綾
キ
ャ
プ
テ
ン
が
同
席
し
、

さ
ら
に
、
小
野
選
手
が
加
盟
し
た

マ
リ
ソ
ル
松
島
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
関
係
者
、
行
政
、
経
済
界
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
の
関
係
者
、
恩
師
、

同
級
生
、
家
族
な
ど
、
約
五
十
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

後
援
会
の
発
起
人
を
代
表
し
て
、

林
裕
志
マ
リ
ソ
ル
松
島
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
理
事
長
が
「
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
知
っ
て
い
る
小
野
選
手
が
活

躍
し
て
い
る
姿
を
誇
り
に
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
な
で
し
こ
リ
ー

グ
昇
格
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。
町
全
体
で
応
援
す
る
態

勢
を
整
え
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
橋
町
長
が
「
小
野
選

手
に
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
目

標
と
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

小
野
選
手
は
、「
今
の
自
分
が

あ
る
の
は
松
島
の
皆
さ
ん
の
お
か

げ
。
松
島
魂
を
し
っ
か
り
持
っ
て

頑
張
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
こ
れ
か
ら
の

活
躍
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

　

小
野
選
手
に
は
後
援
会
よ
り
花

束
が
贈
呈
さ
れ
、
チ
ー
ム
を
代
表

し
て
千
葉
監
督
に
松
島
産
新
米
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
小
野
選
手
と
の
思
い

出
話
で
和
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
、

下
子
鶴
キ
ャ
プ
テ
ン
は
「
小
野
選

手
は
松
島
の
人
か
ら
本
当
に
愛
さ

れ
て
い
て
幸
せ
で
す
ね
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

後
援
会
で
は
、
今
後
、
小
野
選

手
の
積
極
的
な
応
援
を
呼
び
か
け

る
と
と
も
に
、
な
で
し
こ
リ
ー
グ

昇
格
に
向
け
て
後
援
会
の
組
織
体

制
を
確
立
す
る
た
め
に
準
備
を
進

め
ま
す
。

▲小野瞳選手が「松島魂を持ってがんばります」
とあいさつ

▲下子鶴キャプテンも応援に駆け付けました

▲千葉監督には松島産の新米がプレゼント

魅
せ
つ
け
ろ
松
島
魂

魅
せ
つ
け
ろ
松
島
魂  
魅
せ
つ
け
ろ
松
島
魂

魅
せ
つ
け
ろ
松
島
魂  

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
レ
デ
ィ
ー
ス 

小
野
瞳
選
手
の
後
援
会
が
発
足 

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
レ
デ
ィ
ー
ス 

小
野
瞳
選
手
の
後
援
会
が
発
足 

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
レ
デ
ィ
ー
ス 

小
野
瞳
選
手
の
後
援
会
が
発
足 

魅
せ
つ
け
ろ
松
島
魂 
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特集

国
際
交
流　
〜
地
域
に
新
し
い
発
展
を
〜

を
、
フ
ラ
ン
ス
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

分
科
会
を
経
て
、
日
仏
の
各
市

町
が
協
力
し
て
取
り
組
む
べ
き
課

題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、「
産
業
な
ど
の
人
為
的
な

災
害
の
予
防
分
野
に
お
け
る
自
治

体
の
経
験
の
共
有
」、「
住
民
、
特

に
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
被
災

者
並
び
に
青
少
年
を
支
援
す
る
た

め
の
法
的
、
物
理
的
、
心
理
的
支

援
の
実
施
」、「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
促
進
、
そ
れ
ら
に
向
け
た
地

域
の
革
新
的
か
つ
率
先
的
な
行
動

の
強
化
、
地
球
環
境
を
保
護
し
つ

つ
生
活
の
質
を
改
善
す
る
持
続
可

能
な
開
発
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
自
治
体
間
連
携
」
の
三
点
で
あ

る
と
し
て
、
協
力
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
日
仏
の
両
国
間
の
交
流

の
発
展
に
鑑
み
、
日
仏
自
治
体
交

流
会
議
を
定
期
的
に
開
催
す
る
事

の
重
要
さ
を
認
識
し
、
二
〇
一
四

年
に
は
日
本
の
高
松
市
で
第
四
回

日
仏
自
治
体
交
流
会
議
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

日
仏
自
治
体
交
流
会
議

　

現
地
時
間
の
八
月
二
十
六
日
か

ら
三
十
一
日
ま
で
の
六
日
間
、
フ

ラ
ン
ス
中
部
に
位
置
す
る
シ
ャ
ル

ト
ル
市
会
場
に
日
本
と
フ
ラ
ン
ス

の
首
長
、
県
知
事
ら
が
意
見
を
交

わ
す
第
三
回
日
仏
自
治
体
交
流
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
議
は
、
各
分
野
の
革
新

に
向
け
、
三
つ
の
分
科
会
に
分
か

れ
て
議
論
。
本
町
は
日
本
の
四
つ

の
自
治
体
と
、
マ
ル
セ
イ
ユ
な
ど

フ
ラ
ン
ス
の
六
自
治
体
を
交
え

『
持
続
可
能
な
発
展
、
生
活
環
境

に
お
け
る
革
新
』
を
テ
ー
マ
に
分

科
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
大
橋
町
長
が
、

「
松
島
は
、
日
本
の
三
つ
の
代
表

的
な
名
勝
地
で
あ
る『
日
本
三
景
』

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
年
間
三
六

十
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
ま
ち

で
す
。
日
本
の
首
都
東
京
か
ら
新

幹
線
で
約
二
時
間
の
距
離
に
あ
り
、

温
暖
な
海
洋
性
気
候
で
あ
る
こ
と

か
ら
一
年
を
通
し
て
暮
ら
し
や
す

い
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
三
月
十
一
日
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
で
は
、
東
北
地
方
の

太
平
洋
沿
岸
全
域
に
未
曾
有
の
被

害
を
も
た
ら
し
、
松
島
町
も
地
震

と
津
波
に
よ
り
、
住
宅
や
店
舗
、

観
光
施
設
、
船
舶
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
震
災
直

後
か
ら
日
本
や
海
外
の
方
々
に
よ

る
多
く
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
、
そ
し
て
松
島
湾
内
二
百
六
十

あ
ま
り
の
島
々
に
守
ら
れ
、
い
ち

早
く
復
旧
か
ら
復
興
へ
と
歩
み
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

松
島
に
は
伊
達
政
宗
や
松
尾
芭

蕉
ら
を
魅
了
し
た
絶
景
が
あ
り
、

ま
た
、
国
宝
瑞
巌
寺
に
代
表
さ
れ

る
多
く
の
歴
史
的
・
文
化
的
建
造

物
、
さ
ら
に
は
風
土
や
特
性
を
活

か
し
た
祭
り
や
海
山
の
豊
か
な
食

材
な
ど
の
魅
力
が
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
震
災
で
は
、
島
々
に
守

ら
れ
、
国
内
外
の
方
々
に
助
け
ら

れ
ま
し
た
。
今
度
は
、
松
島
町
民

や
そ
こ
に
働
く
人
た
ち
が
自
然
と

歴
史
・
文
化
を
守
り
、
松
島
の
良

さ
を
世
界
に
発
信
し
、
松
島
へ
の

来
訪
者
に
感
謝
の
気
持
ち
を
届
け

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
感

動
を
覚
え
て
も
ら
え
る
よ
う
な
国

際
観
光
地
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
、
町
の
紹
介
や
東
日
本
大

震
災
か
ら
復
興
へ
向
け
て
立
ち
向

か
い
、
観
光
か
ら
再
生
を
図
る
姿

▲松島の魅力を紹介する大橋町長

▲第 3 回日仏自治体交流会議に出席した首長
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世
界
で
最
も
美
し
い
湾
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　

加
盟
に
向
け
て

　

町
で
は
、
世
界
の
三
十
一
湾

で
構
成
さ
れ
る
「
世
界
で
最
も

美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
」
へ
の
加
盟

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
湾
を
活
用

し
た
観
光
振
興
と
観
光
資
源
の

保
全
を
目
的
に
、
一
九
九
七
年

三
月
十
日
に
設
立
さ
れ
、
フ
ラ

ン
ス
政
府
の
支
援
の
下
、
モ
ル

ビ
ア
ン
湾
観
光
局
（
ヴ
ァ
ン
ヌ

市
）
に
本
部
を
置
き
、
モ
ル
ビ

ア
ン
湾
（
フ
ラ
ン
ス
）
や
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾（
ア
メ
リ
カ
）

な
ど
が
加
盟
し
て
お
り
、
日
本

で
の
加
盟
は
い
ま
だ
あ
り
ま
せ

ん
。

　

現
地
時
間
の
八
月
三
十
一
日
、

大
橋
町
長
が
同
ク
ラ
ブ
事
務
局

を
訪
れ
、
加
盟
に
向
け
た
町
の

意
向
を
伝
え
、
本
町
の
入
会
を

大
い
に
進
め
た
く
、
歓
迎
も
し

た
い
と
、
手
ご
た
え
の
あ
る
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲フランス・モルビアン湾

▲松島湾（西行戻しの松公園より）
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ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　

十
人
の
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
、

四
件
の
お
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
ま
し
た
。
各
家
庭
で
心
温
ま
る

歓
迎
を
受
け
た
生
徒
た
ち
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ご
両
親
が
生
徒

た
ち
を
見
る
眼
差
し
は
ま
る
で
本

当
の
家
族
の
よ
う
で
し
た
。
短
い

期
間
で
し
た
が
、
家
族
ご
と
に
出

か
け
た
り
、
一
家
団
ら
ん
を
楽
し

ん
だ
り
し
て
し
っ
か
り
と
絆
を
育

み
、
新
し
い
家
族
の
一
員
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

松
島
町
の
代
表
と
し
て

　

八
月
十
八
日
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
日
本
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
よ
る

歓
迎
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
は
浴
衣
を
着
て
、
宮
城
県
の

代
表
的
な
民
謡「
大
漁
唄
い
込
み
」

を
踊
っ
た
り
、
生
徒
に
よ
る
震
災

体
験
を
英
語
で
発
表
し
た
り
と
、

松
島
の
文
化
や
現
状
を
多
く
の

人
々
に
伝
え
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

日
本
時
間
の
八
月
一
七
日
か
ら

二
十
三
日
に
か
け
て
、
松
島
中
学

校
の
生
徒
十
人
と
引
率
者
四
人
が

ア
メ
リ
カ
・
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ

州
チ
ャ
ペ
ル
ヒ
ル
を
訪
問
し
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
は
じ
め
、
現

地
の
た
く
さ
ん
の
方
々
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
松

島
町
の
復
興
に
支
援
を
続
け
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
団
体
「
松
島
救
済

基
金
」
に
よ
る
招
待
で
実
現
し
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
「
松
島
救
済
基
金
」
は
、
東

日
本
大
震
災
を
松
島
町
で
経
験
し

た
ア
メ
リ
カ
人
の
ポ
ー
ル
さ
ん
一

家
が
、
松
島
町
の
復

興
を
支
援
し
よ
う
と

設
立
し
た
組
織
で
す
。

異
文
化
体
験　

　

長
い
移
動
時
間
を
経
て
、
ア
メ

リ
カ
の
地
に
降
り
立
つ
と
、
見
る

も
の
聞
く
も
の
が
全
て
英
語
で
す
。

最
初
は
戸
惑
い
を
見
せ
て
い
た
生

徒
た
ち
で
し
た
が
、
本
場
の
英
語

に
も
徐
々
に
慣
れ
、
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
交
え
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
姿
が
み
ら
れ

ま
し
た
。「
自
分
の
英
語
が
通
じ

た
！
」
と
喜
び
の
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

滞
在
中
は
、
自
然
科
学
博
物
館

や
高
校
の
見
学
ツ
ア
ー
、
野
球
観

戦
な
ど
の
社
会
見
学
も
行
い
ま
し

た
。

支
援
団
体
「
松
島
救
済
基
金
」
に
よ
る
招
待

松
島
中
学
校
生
徒
が
ア
メ
リ
カ
・

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　

ま
た
、
チ
ャ
ペ
ル
ヒ
ル
の
町
長

に
も
面
会
し
、
歓
迎
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

実
際
に
日
本
を
飛
び
出
し
、
ア

メ
リ
カ
の
地
で
、
そ
こ
に
住
む
人

と
会
話
を
し
、
食
事
を
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
文
化
体
験
を
す
る
こ
と
で
、

物
の
考
え
方
は
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。
人
と
人
と
の
心
の
ふ
れ
あ
い

が
、
揺
る
ぎ
な
い
親
善
関
係
を
築

く
こ
と
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た

生
徒
た
ち
で
し
た
。

●
参
加
者
の
感
想
●

　

今
回
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
人
々
と
ほ
ぼ
常
に
英

語
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
と
い
っ
た
こ
と

や
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
、
生
活
様

式
の
日
本
と
の
違
い
を
学
べ
た

こ
と
な
ど
、
と
て
も
貴
重
な
体
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
３
年　
 
齋  
藤  
宏  
太  
郎 
）

さ
い 

と
う 

こ
う 

た 

ろ
う

　　

僕
は
、
外
国
で
通
じ
る
本
当
の

英
語
を
学
び
た
い
と
思
っ
た
。

　

そ
し
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に

行
っ
た
人
が
、
み
ん
な
「
ま
た
行

き
た
い
」
と
言
う
ぐ
ら
い
本
当
に

楽
し
く
、
多
く
の
事
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら

も
、
こ
の
松
島
と
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ

イ
ナ
の
つ
な
が
り
と
絆
を
、
い
つ

ま
で
も
続
け
て
ほ
し
い
と
思
う
。

（
３
年　
 
新  
谷  
真  
尋 
）

し
ん 

が
い 

ま 

ひ
ろ

▲現地の日本クラブの皆さんによる心温まるおもてなしで歓迎会
をしていただきました。

▲食事も異文化体験

▲ホストファミリーと一緒に

▲浴衣で日本文化を伝えます

▲高校の見学ツアー

▲チャペルヒル町長へ表敬訪問
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松島・東北の復興の願いを込めて「がんばろう東北！松島マラソン」

が開催されます。
　今年も、10km、2年ぶりに復活したハーフなど７種目で元気な走りが繰り広げられます。

　ゲストランナーには、千葉真子さん（アトランタ五輪代表、2003 年世界選手権マラソン女子銅メダ

リスト）を迎えて、参加者と一緒に汗を流します。

　沿道からの皆さまの温かいご声援をお願いします。

－　交通規制へのご協力をお願いします　－

　●規制日時　平成２４年１０月７日 （日）　9：30 ～ 13：45（競技スタート　9：50 ～）

　　　　　　　※解除は、競技進行状況により変更があります。

　●コース　　奥松島－松島公園線（県道）

　　　　　　　※ JR 仙石線運転見合わせ区間「高城町～陸前小野」

　●問合先　　松島マラソン事務局 東日本放送 販促事業部　　�２１５－２５４５

イベント情報

町営バスの発着場所の変更について
　10 月 7日 （日） に開催される松島マラソン大会により中央公民館付近が車両通行止めとなるため、町

営バスの発着場所を役場とし、松島東線第２便は運休としますので、よろしくお願いします。

●問合先　総務課環境防災班　� 354-5782
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松島紅葉ライトアップが始まります。松島紅葉ライトアップが始まります。
　円通院庭園をはじめ、瑞巌寺洞窟

群、比翼塚・三聖堂、天麟院、観瀾

亭といった名刹や、大ケヤキ、紅葉

をライトアップします。

　また、期間中の土・日・祝日には

瑞巌寺参道で瑞巌寺灯道「秋」が開

催され、竹の燭台にろうそくの明か

りが灯るほか、土・日には遊覧船の

船上でライブ演奏も行われます。

〈松島紅葉ライトアップ〉
●期間　10 月 27 日（土）～ 11 月 25 日（日）　17：30 ～ 21：00
●場所　円通院、瑞巌寺洞窟群、比翼塚・三聖堂、天麟院、観瀾亭
●料金　円通院は拝観料 500 円　そのほかは無料
　　　　町民向けの招待券が 11月号に掲載されますのでご利用ください。

〈瑞巌寺灯道「秋」〉
●期間　ライトアップ期間中の毎週土・日・祝日　17：30 ～ 21：00
●場所　瑞巌寺参道

〈松島の月　船上ライブ〉
●期間　ライトアップ期間中の毎週土・日　18：00 ～ 20：30
●場所　観光中央桟橋に停泊中の遊覧船内
●料金　無料

●問合先（共通）

とっておき松島実行委員会

 （社） 松島観光協会内

�３５４－２６１８

２０１２ 
まつしま 
産業まつり 

　松島町内の農林水産業者や商工業者、観光業者が一堂に会し、地場産品を
直売します。
　販売だけでなく、各種展示ＰＲや餅まき・マグロ解体ショーなどのお楽し
みイベントも併せて開催します。 
●日時　10月 28 日 （日）　9：00～ 14：00
●場所　松島有料駐車場（セブンイレブン宮城松島店隣）
●問い合わせ　産業観光課農林水産班　� 354-5707

マグロ解
体ショー

マグロ解
体ショー

観瀾亭・松島博物館およびカフェ・ベイランド臨時業務補助員募集
松島湾の美しい景色を眺められる松島町の観光スポットで働いてみませんか。

観瀾亭松島博物館およびカフェ・ベイランドでの観光案内および事務、飲食の販売提供、施設清掃　など内　　 容
８：３０～１７：１５（１日７時間４５分勤務・週３８時間４５分）勤務時間
観瀾亭・松島博物館、カフェベイランド勤 務 地
週休２日（土・日・祝日勤務あり、シフト制）休　　 日
時給７２０円賃　　 金
雇用保険、労災保険、健康保険、厚生年金加入保険
決定後～平成２５年３月３１日雇用期間
定員になり次第、締め切ります。募集期限

●申込み　松島町役場産業観光課商工観光班
まで履歴書を提出してください。後日、面
接の上、採用を決定させていただきます。

●問合先　産業観光課商工観光班
　�０２２－３５４－５７０８
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瑞
巌
寺
の
発
掘
調
査
で
は
日
常

生
活
で
使
わ
れ
て
い
た
陶
磁
器
も

出
土
し
て
い
ま
す
。
円
福
寺
の
時

代
、
日
本
で
は
磁
器
を
作
る
技
術

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
国
の

「
龍
泉
窯
」
や
「
景
徳
鎮
」
と
い

う
窯
場
で
焼
か
れ
た
壺
や
お
皿
が

高
級
品
と
し
て
日
本
で
も
流
通
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
次
ぐ
も
の

と
し
て
日
本
で
作
ら
れ
た
の
が
現

在
に
続
く
「
瀬
戸
物
」
で
す
。
大

き
な
水
甕
を
生
産
し
て
い
た
常
滑

（
愛
知
県
）
と
と
も
に
陶
器
の
一

大
生
産
地
で
あ
り
、
船
を
使
っ
て

松
島
ま
で
運
ば
れ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
。
お
酒
を
入
れ
た
り
、
仏

花
を
供
え
た
り
す
る
の
に
使
っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
壺
の
破
片（
写
真
）

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

担
当

：

教
育
課
生
涯
学
習
班　

　
　
　
　

学
芸
員　

森
田

現
代
に
よ
み
が
え
る
大
寺
院
「
円
福
寺
」
⑤

▲参考：完全な形
　愛知県陶磁美術館蔵

文文文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化化化
財財財財財財財財財財財財
でででででででででででで
見見見見見見見見見見見見
るるるるるるるるるるるる
松松松松松松松松松松松松
島島島島島島島島島島島島
のののののののののののの
歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴
史史史史史史史史史史史史

文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史

▲陶器生産地と松島

　

幼
稚
園
や
小
学
校
等
の
保
護
者

の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
松
島
町

教
育
講
演
会
が
、
八
月
二
十
五
日

に
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
初
に
、
本
町
に
お
け
る
取
り

組
み
と
し
て
、
幼
稚
園
で
取
り
入

れ
て
い
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
Ｃ
Ｏ
Ｔ
）

を
活
用
し
た
幼
少
期
か
ら
の
体
力

づ
く
り
事
業
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
上
映
し

ま
し
た
。

　

基
調
講
演
と
し
て
、
徳
島
大
学

大
学
院
教
授
の
荒
木
秀
夫
氏
を
講

師
に
お
迎
え
し
、「
小
中
学
校
教

育
に
お
け
る
脳
神
経
科
学
を
活
用

し
た
学
力
指
導
」
を
テ
ー
マ
に
、

「
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
子
ど
も
た
ち
を
育
む
た
め

に
」
と
題
し
た
講
演
に
保
護
者
の

皆
さ
ん
は
熱
心
に
傾
聴
し
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
の
体
力
低
下
の
特

徴
や
、
脳
と
神
経
の
働
き
、
心
の

働
き
が
身
体
に
与
え
る
影
響
な
ど

に
つ
い
て
、
参
加
者
に
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
荒
木
氏
の
講
演
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
現
代
の
子
ど
も
の
問
題
点
は

　

学
力
や
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
の

み
に
一
喜
一
憂
す
る
必
要
は
な
い
。

全
国
的
に
共
通
す
る
問
題
と
し
て
、

忍
耐
力
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
、
環
境
・
運
動
・
食
事
・
睡
眠

が
影
響
し
て
い
る
が
、
一
つ
だ
け

を
改
善
し
て
も
解
決
し
な
い
。

○
心
と
身
体
の
関
係

　

心
の
状
態
と
身
体
の
状
態
は
、

そ
れ
ぞ
れ
を
反
映
し
て
お
り
、
健

全
な
心
は
健
全
な
身
体
に
宿
る
こ

と
が
科
学
的
に
解
明
さ
れ
て
き
た
。

発
達
段
階
に
お
け
る
脳
の
欲
求
を

満
た
し
て
あ
げ
な
い
と
健
全
な
発

達
に
支
障
が
出
て
く
る
。

○
遊
び
に
よ
る
土
台
づ
く
り

　

子
ど
も
の
頃
に
、
充
分
な
遊
び

を
さ
せ
る
こ
と
が
脳
の
欲
求
を
満

た
し
て
あ
げ
る
た
め
に
必
要
。
危

な
い
か
ら
と
遊
び
を
さ
せ
な
か
っ

た
り
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
ば
か
り
さ

せ
た
り
す
る
と
脳
の
発
達
に
悪
影

響
が
出
て
く
る
。
子
ど
も
は
、
必

要
な
こ
と
を
遊
び
の
中
で
吸
収
す

る
の
で
、
早
期
教
育
と
し
て
勉
強

ば
か
り
さ
せ
る
の
も
よ
く
な
い
。

遊
び
を
と
お
し
た
発
達
を
保
証
し

て
あ
げ
る
。

○
子
ど
も
の
可
能
性
を
信
じ
て

他
の
子
ど
も
と
比
較
せ
ず
、
焦
ら

ず
に
子
ど
も
の
可
能
性
を
信
じ
て

あ
げ
る
。
脳
や
身
体
の
発
達
の
た

め
に
、
以
下
の
こ
と
を
家
庭
で
意

識
し
て
ほ
し
い
。

①
複
合
的
な
刺
激

　

光
、
音
、
動
き
な
ど
様
々
な
刺

激
に
よ
り
子
ど
も
の
五
感
を
刺
激

し
て
あ
げ
る
。

②
少
し
の
変
化

　

い
つ
も
し
て
い
る
こ
と
で
も
、

少
し
の
変
化
を
加
え
る
こ
と
で
、

子
ど
も
に
考
え
さ
せ
る
。

③
文
脈
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

「
な
ぜ
」
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
一

緒
に
考
え
る
。

　

家
庭
に
お
け
る
ヒ
ン
ト
を
交
え

た
楽
し
い
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲町の取り組みを DVDで紹介

▲講演する荒木秀夫教授

松
島
町
教
育
講
演
会
を
開
催

未
来
に
向
か
っ
て
元
気
に
し
な
や
か
に
生
き
抜
く
力
を
育
成

▲出土した瀬戸物の破片
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東
日
本
大
震
災
直
後
、
東
部
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
東
松

島
市
の
被
災
地
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
躍
し
全
国
唯
一
の

「
環
境
防
災
科
」
を
も
つ
高
校
で

あ
る
兵
庫
県
立
舞
子
高
校
と
兵
庫

県
内
の
高
校
生
の
み
な
さ
ん
が
、

八
月
に
二
度
に
わ
た
り
来
松
、
被

災
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

        

　

第
一
班
は
、
舞
子
高
校
の
三
十

八
名
と
兵
庫
県
内
十
五
の
高
校
か

ら
選
抜
さ
れ
た
「
防
災
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
」
の
三
十
三
名
と
引
率

の
先
生
方
が
八
月
十
二
日
に
来
松
。

松
島
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
に
東
松
島
市
宮
戸
地
区
の
海

岸
清
掃
や
仮
設
住
宅
訪
問
、
夏
祭

り
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を
行
い

ま
し
た
。

　
    
◇　
　

◇　
　

◇

　

第
二
班
は
、
卒
業
生
三
名
を
含

む
舞
子
高
校
二
十
七
名
と
神
戸
学

院
付
属
高
校
の
七
名
で
編
成
さ
れ
、

八
月
十
九
日
に
来
松
。
翌
二
十
日
、

松
島
高
校
生
徒
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
部
と
合
流
、
バ
ス
で
東
松
島
市

宮
戸
月
浜
地
区
へ
移
動
し
ま
し
た
。

　

合
同
チ
ー
ム
は
、
午
前
中
、
ア

サ
リ
の
天
敵
サ
キ
グ
ロ
タ
マ
ツ
メ

タ
貝
の
駆
除
作
業
、
午
後
は
関
係

者
か
ら
漁
業
の
復
興
状
況
と
原
発

の
風
評
被
害
等
の
講
話
を
聞
い
た

後
、
暑
さ
の
中
で
雑
草
取
り
と
整

地
作
業
な
ど
の
環
境
整
備
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
の
松
島
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
の
お
別
れ
会

で
は
、
全
員
で
記
念
撮
影
後
、「
出

会
い
を
大
切
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張

り
ま
し
ょ
う
と
」
堅
く
誓
い
合
い
、

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　自宅を突然訪問し、金や貴金属を使った不要なアクセサリーや和服を買い取るというサービスです。不意打ち的に
勧誘され、買取価格が妥当かどうか比較検討できないまま契約させられ、業者の連絡先を記載した書面すらないこと
があります。売主の身元確認として免許証や保険証などでこちらの個人情報が知られることにより悪用されないか不
安になったりします。いったん品物を引き渡すと、返品を申し出ても返品されることはほとんどありません。
相談例
　「リサイクルショップを開設するので古着や陶器などどんなものでも買い取る」と女性から電話があり、訪問を了承
した。古着等を準備していると来訪したのは男性で「買い取るのは貴金属だけ、あったら見せて欲しい」と言われた。
電話の説明と違うと戸惑ったが、すでに家の中に通していて断りにくかったので、仕方なく指輪２個を見せた。業者
は２個を６， ０００円で買い取って帰っていった。冷静に考えると、最初から貴金属だけが目当てだったのではないか。
だまされたと思う。
Ｐｏｉｎｔ
△訪問買取については、法改正がされようとしていますが、現行法ではクーリング・オフの制度はありません。買い
取られた商品は、あとで返品してもらおうとしても、さまざまな理由をつけられ取り戻せないことがほとんどです。
買い取ってもらうつもりがないときはきっぱりと断りましょう。また、一人での対応は避けましょう。

△貴金属の買取サービスを行う業者（古物商）は、取引の際「古物商許可証」を携帯しなければなりません。許可証
の提示を求め、どのような業者か確認しましょう。また、価格計算根拠や、買い取り条件が明記された書類をもら
いましょう。

消費生活相談　　　●相談日時　毎週火曜日・木曜日　午前９時～午後４時３０分
　　　　　　　　　　（第一火曜日は勤労青少年ホームで相談を受け付けます）
　　　　　　　　　●相談窓口　産業観光課商工観光班　消費生活相談員　�３５４-５７０８

古着を売るつもりが貴金属を買い取られた消費生活コーナー

▲雑草取りに汗と流す第２班の
　生徒たち
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▲出会いを大切に…全員で記念撮影
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松島町宅地かさ上げ等事業費補助金制度について
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　東日本大震災により地盤沈下の影響を強く受けている沿岸部で浸水の恐れがある地域の浸水被害対策の促進と、

被災した宅地等所有者の生活再建の負担軽減を図るため、被災者の方が行う防災対策事業に対し補助金を交付し

ます。

●対象地域

　東日本大震災により地盤沈下の影響を強く受けている沿岸部で雨水浸水の恐れがある地域として、町が定める

地域が対象となります。

●対象事業

　対象者自らが行う次の防災対策工事が対象となります。（平成２３年３月１１日以降の対象工事も補助の対象と

なります）

１．宅地を５０cm以上盛土する工事（盛土後、直ちに建物を建築する場合に限ります）

２．既存建物の基礎を５０cm以上かさ上げする工事

３．新築建物の基礎を５０cm以上の基礎高にする工事（基礎高３０cmを超える部分が補助の対象となります）

　　※高さの基準：前面道路または現況地盤

●補助金の額　１００万円を限度として対象工事費用の２分の１（千円未満切り捨て）の額を補助します

●補助事業の期間　平成２４年１０月１日～平成３０年３月３１日
●申請に必要な書類　※申請書等の関係書類は、役場２階企画調整課で配布しています。

１．建物及び宅地の登記事項全部事項証明書　２．申請者が個人の場合は住民票（写し）、法人の場合は法人登記

簿謄本　３．町税納税証明書（転入者にあっては従前住所地の納税証明書）　４．工事設計書（位置図、平面図、か

さ上げ前後の断面図、構造図等）　５．現況写真（既存住宅の前面道路からの地盤の高さや建物基礎の高さがわ

かるもの）　６．見積書又は契約書の写し（防災対策の工事の内訳が記載されたもの）　７．り災証明書の写し　８．

その他（申請内容によって必要となる書類）

●申請の受付　平成２４年１０月１日（月）～　※土日・祝祭日および年末年始を除きます。

　　　　　　　※手続きを円滑にするため、申請前に事前相談をお願いします。

●申込み・問合先 企画調整課　�３５４－５７０２

松島町中央公民館の大規模改修工事を進めています
●工事期間　平成２４年１０月１日～平成２５年９月３０日
  　　　　　　　※上記の期間中は、公民館および駐車場はご利用できません。

●工事内容　大集会室を文化ホールに改修し、移動観覧席へ。舞台の拡張、音響・照明の設備を新設。

エレベーターを新設し、全館バリアフリー化に。調理室をＩＨ仕様に。観光インフォ

メーションを設置し、観光情報発信の場に。

　　　　　　　　※中央公民館事務所は手樽地域交流センター（旧松島第三小学校）に移転しています。

●問合先　教育課生涯学習班　�３５４－５７１４

小　　字　　名大字名

浜の全部、磯崎の一部、長田の一部、西ノ浜の一部、菱又の一部、待井の一部、夕陽が丘

の一部
磯　崎

西柳、浜の各全部、愛宕一の一部、帰命院下一の一部、町の一部、町東一の一部、町東二

の一部
高　城

梅ヶ沢の一部、大浜の一部、柿ノ浦の一部、駒形の一部、小屋崎の一部、七十里の一部、

新田の一部、銭神の一部、蔵田の一部、長根沢の一部、中町の一部、名籠の一部、早川西

の一部、早川東の一部、広浦の一部、餅田の一部、六合沢の一部

手　樽

碇田の一部、垣ノ内の一部、陰ノ浜の一部、霞ヶ浦の一部、小石浜の一部、香徳ヶ浦の一

部、小梨屋の一部、蛇ヶ崎右の一部、仙随の一部、町内の一部、道珍浜の一部、浪打浜の

一部、東浜の一部、普賢堂の一部、間坂の一部、松本崎の一部

松　島
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ご支援ありがとうございます
９月２１日現在でご支援をいただいた皆さまです

（平成２３年４月号～平成２４年９月号掲載以外の方々で敬称は省略させていただきました）
寄附金　佐藤房子、特定非営利活動法人すまいの改善ネットワーク宮城中央 21、利府松島商工会青年部

義援金　トクヒ）アジアアリガト

　このほか、多くの個人や匿名の方からご支援・ご協力をいただきました。記入漏れやお名前に間違いがありまし

た場合には、ご容赦くださいますようお願い申し上げます。

災害義援金 
第４次配分が決定しました

　宮城県より義援金が送金され次第、随時ご指

定の口座に振り込みます。

なお、指定口座を変更される場合は、下記まで

ご連絡ください。

●配分内容

　・死亡・行方不明者（１人当たり） ５万円

　・住宅全壊   ７万円

　・住宅大規模半壊   ５万円

　・住宅半壊   ３万円

　・津波被害のあった住宅で全壊　

  １０万円（県加算金３万円含む）

　・津波被害のあった住宅で大規模半壊　

  ７万円（県加算金３万円含む）

　・津波被害のあった住宅で半壊　

４万円（県加算金２万円含む）

●問合先　町民福祉課福祉班　�３５４－５７０６

住民説明会を開催します
　下記内容について、住民説明会を開催しますのでご案内

します。

●日時　１０月６日 （土）
　　 　１０：００～１１：３０

●会場　中央公民館　大集会室

●内容

　１．松島町復興交付金事業について

　　　　（企画調整課　震災復興対策室）

　２．役場庁舎仮移転について

　　　　（総務課　総務管理班）

●問合先　総務課総務管理班　� 354 － 5701

　　　　　企画調整課　　　　� 354 － 5702

松島町内の放射線量測定結果

（　）内は地表からの高さ（ｍ）

測定機器　①簡易型放射線測定器 (PA-1000)　　② GM管式 (MODEL3&MODEL44-9)

単位　マイクロシーベルト（μ Sv/h）　　シーベルトとは、放射線が人体に与える影響を表す単位です。

学校給食測定結果　９月 14日（金）現在
　放射性ヨウ素：不検出   放射性セシウム（Cs-137）：不検出
　放射性セシウム（Cs-134）：不検出
水道水測定結果　9月 10日（月）　現在
　二子屋浄水場（竹谷字鴻ノ谷地）　　
　放射性ヨウ素：不検出　　　放射性セシウム：不検出
浄水場発生土測定結果　9月 10日（月）　現在
　放射性ヨウ素：不検出　放射性セシウム (Cs-137)：223　放
射性セシウム (Cs-134)：136　※浄水場発生土には、放射性
物質が検出されていますが、水道水については、放射性物質
が不検出の状況となっていますので、安心してご利用ください。
町内産農林産物の放射性物質測定結果　9 月１0日（月）　現在
　ブルーベリー、玄米、ジャガイモ、ニラ、カボチャ、ピーマン
　放射性セシウム (Cs-137)：不検出　放射性セシウム (Cs-
134)：不検出　　　　　　　　　　　　　　 （単位：Bq/kg）

　最新の放射線量測定結果は県のホームページで公開しています。
●問合先　空気中放射線量測定結果：総務課環境防災班　�
３５４‐５７８２　学校給食測定結果：教育課学校教育班　�３５４‐
５７１３　水道水・浄水場発生土測定結果：水道事業所　�３５４‐
５７１１　農林産物放射性物質測定結果：産業観光課農林水産班
�３５４‐５７０７

9 月 24 日（月）　現在

②測定値①測定値測定場所

0.112（0.5）0.070（0.5）
松 島 町 役 場

0.132（0.1）0.069（0.1）

0.144（0.5）0.079（0.5）松島第一幼稚園

0.132（0.5）0.077（0.5）松島第二幼稚園

0.126（0.5）0.077（0.5）松島第五幼稚園

0.138（0.5）0.082（0.5）松 島 保 育 所

0.132（0.5）0.077（0.5）高 城 保 育 所

0.158（0.5）0.087（0.5）磯 崎 保 育 所

0.132（0.5）0.077（0.5）高城保育所分園

0.124（0.5）0.062（0.5）松島第一小学校

0.132（0.5）0.077（0.5）松島第二小学校

0.126（0.5）0.077（0.5）松島第五小学校

0.138（0.1）0.080（0.1）松 島 中 学 校
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松島町子ども安心安全メールサービスが始まりました！【保育所版】
　松島町では、子どもの安心安全のため、メール配信サービスを開始しました。災害時の緊急連絡や防犯情報等

を伝達するほか、行事のお知らせなども配信していきます。配信登録の方法は、各保育所よりご案内しています。

地上デジタル放送 
正常に受信できていますか？
　宮城県の地上テレビ放送は、平成 24

年４月にデジタル放送に完全移行しまし

た。ご自宅のテレビは正常に受信できて

いますか？

　「普段から受信状態が良くない」・「天候

や季節によりテレビの映りが悪くなる」

などのご相談、および地上デジタル放送

全般に関する問い合わせは下記の番号へ

どうぞ。

●問合先　デジサポ東北　

　�０２２－７４５－１５００

　地デジコールセンター　

　�０５７０－０７－０１０１

事業者の皆さまへ
　震災支援機構（正式名称　東日本大震災事業者再生支援機構）

は、震災の影響により、事業の継続が困難となっている事業者を

支援するために本年３月、国により設立された会社です。

　被災地域でお困りの事業者の方は、お気軽に下記の相談窓口ま

でご連絡ください。

●相談内容　

　震災前の借入金の対応

　事業再開のための資金調達　について

●対象者　　東日本大震災被災地域に拠点を構える事業者の方

●支援機関　最長１５年

●問合先　東日本大震災事業者再生支援機構　仙台本店　業務部

　　　　　�０２２-３９３-８５５０　http://www.shien-kiko.co.jp/

瑞巌寺杉並木伐採業務のご協力のお願い
　東日本大震災に伴う瑞巌寺表参道杉並木の伐採業務を下記の通り実施します。

　

●業務期間　

平成２４年９月２４日 （月）～平成２４年１２月上旬
　原則的に、土曜・日曜・祭日は休みにしますが、瑞巌寺との

協議の上、土曜・祭日も実施する場合があります。

　また、伐採期間が天候等の理由で遅れた場合は、期間の延長

もありますので、あらかじめご了承ください。

●業務時間　　８：００～１７：００

●業務の場所　瑞巌寺表参道　

●問合先　総務課環境防災班　� 354-5782

【サービス概要】

～配信内容～

・災害の情報

・防犯の情報

・不審者情報

・安否確認

・行事のお知らせ　など

ご注意

・通信にかかる費用について

　メールの送受信のほか、ホームページ等と

の接続にかかるパケット通信費用はご利用

者さまの負担となります。あらかじめご留

意願います。

●問合先

　町民福祉課福祉班　�３５４－５７０６
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塩釜地区消防団連合演習
　塩釜地区消防団連合演習が８月２６日、塩

竈市立杉の入小学校グラウンドで開催され

ました。

　当日は、２市３町（塩竈市、多賀城市、

松島町、利府町、七ヶ浜町）の消防団員約

３００人が参加し、日頃の訓練の成果を披露

しました。

　演技は、通常点検、ポンプ操法、分列行

進を実施。一糸乱れぬ演技に、来賓や観覧

した方から大きな拍手が贈られました。

　昨年は、東日本大震災の影響で中止とな

りましたが、今年の演習は、改めて消防団

員の強い使命感を感じた演習となりました。

山崎団長による通常点検を実施山崎団長による通常点検を実施

一糸乱れぬ動き一糸乱れぬ動き 操法指揮者の真剣な眼差し操法指揮者の真剣な眼差し

東日本大震災の被災により
介護保険利用者負担額減額・

免除認定証の
交付を受けている皆さまへ

　新たな介護保険利用者負担額減額・免除認定証

は９月中に郵送、または、担当ケアマネージャー

を通して配布していますのでご確認ください。

　また、利用の際には必ずサービス事業者へ免除

認定証をご提示ください。有効期間が切れている

証は無効となりますのでご注意ください。

●問合先　町民福祉課健康長寿班 

　　　　　介護保険担当　�３５５-０６７７

介護サービスの利用者負担免除の期限が

平成２５年 ３ 月 ３１ 日まで延長となります

後期高齢者医療被保険者証の交付について 
－１１月に 75歳になられる方へ－

松島町国民健康保険・宮城県後期高齢者医療の被保険者の方へ
－東日本大震災一部負担金（医療機関等の窓口負担）免除措置の延長について－

一部負担金（医療機関等の窓口負担）免除措置を平成 25年 3月 31 日まで延長します。

　対象の方には、平成２４年１０月１日からご使用になる「東日本大震災一部負担金免除証明書」を平成２４年９

月下旬に郵送しています。現在、免除証明書をお持ちの方で、新しい免除証明書が届かない場合は、下記までご

連絡ください。

　受診される際には、必ず医療機関等に被保険者証と新しい免除証明書をあわせてご提示ください。免除証明書

をご提示いただけなかった場合は一部負担金免除の対象となりませんのでご注意ください。

※以前の免除証明書（有効期間が、平成２４年２月２９日まで　または　平成２４年９月３０日まで　となっている

もの）は、平成２４年９月３０日をもって無効となります。

●問合先　町民福祉課町民サービス班　�３５４-５７０５　宮城県後期高齢者医療広域連合　�２６６-１０２１

　来月７５歳になられる方へ今月中旬以降に後期高齢
者医療被保険者証を郵送します。７５歳の誕生日当日よ
り、後期高齢者医療制度に加入されることになります。
現在加入されている医療保険から脱退することになり
ます。現在ご使用の被保険者証やその他の認定証（「限
度額適用・標準負担額減額認定証」、「特定疾病受療
証」）をお持ちの方は誕生日から使用できなくなります
ので、各保険者に返還してください。
　宮城県後期高齢者医療広域連合では、東日本大震災
一部負担金の免除措置を平成２５年３月３１日まで延長
しています。現在加入されている医療保険者から免除証
明書の交付を受けている方も、後期高齢者医療の免除
証明書の交付を受ける必要があります。加入後（誕生日
以降）に町民サービス班へ申請をしてください。
　保険料については、平成２４年１２月中旬に「保険料額
決定通知書」を送付予定です。
●問合先　町民福祉課町民サービス班　�３５４－５７０５
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８月２０日（月）　スイス代表が来松

　８月１９日から、日本を会場に行われた「２０１２ＦＩＦＡ

　Ｕ－２０女子ワールドカップ」。同大会に出場しているスイ

ス代表が８月２０日に来松し、五大堂などを拝観しました。

五大堂例大祭が行われた当日、五大堂太鼓の子どもたち

と一緒に写真撮影をするなど、松島でのひと時を堪能して

いました。

８月３１日（金）　８町村対抗で激戦
　亘理、宮黒管内の８町村で構成される、宮城県身体障

害者仙台地方連絡協議会体育大会が、大郷町のフラップ

大郷２１で開催されました。

　大会では各種目で激戦が繰り広げられ、松島町身体障

害者福祉協会（赤間貞一会長）が、見事３位入賞を果た

しました。

▲スイス代表のメンバーと一緒に▲松島町身体障害者福祉協会の皆さん

９月１０日（月）　にかほ市生涯学習奨励員視察研修会
　本町の夫婦町である秋田県にかほ市から、にかほ市生涯

学習奨励員の方々が視察研修のため来松しました。

　当日は、中央公民館で生涯学習活動について研修会を開

催。本町からは上竹谷地区のすずめ踊りの紹介や、幡谷地

区の震災当時の様子など分館活動を紹介し、にかほ市から

は奨励員の活動内容などの話を聞き、情報交換を行いまし

た。 ▲研修会の様子

９月７日（金）　親子で元気になかよしまつり

　中央公民館でなかよしまつりが開催され、会場はた

くさんの親子でにぎわいました。

　参加した親子は大きな輪になり盆踊りを楽しみ、そ

の後、ボーリングやスーパーボールすくい、水ヨーヨー

すくいなどたくさん並んだ出店をまわり、子どもたち

は笑顔で元気いっぱいに走り回っていました。

９月９日（日）　いきいき健康講座を開催
　初原分館、桜渡戸分館共同開催事業として、初原コ

ミュニティーセンターでいきいき健康講座が開催され

ました。

　藤原秋子先生を講師に迎え、約 30人が参加した講座

は、講師と参加者の笑い声が終始飛び交い、なごやかな

雰囲気に包まれていました。

▲上手にすくえるかな▲笑顔があふれる健康講座
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米寿おめでとう（9月の敬老祝い金贈呈者）

話題の本　
　「ぎん言ぎんさんが娘 4姉妹に遺した名言」　　　綾野　まさる　著
　1990 年代、高齢化社会の象徴して当時 100 歳を超す双子の「きんさん、ぎんさん」ブー
ムが沸き起こった。
　20年後の現在、平均年齢 93歳の 4姉妹がユーモラスに語る母の教え。ぎんさんの言葉
には、激動の時代を生きぬいた人間の逞しさと優しさに溢れ、現代人から失なわれたもの
が読み取れる。

本 の 宝 箱 （図書室からのお知らせ）

《　新　　刊　》　
「聞く力」 阿川佐和子　著
「十二単衣を着た悪魔」 内館　牧子　著
「ケルベロスの肖像」 海堂　　尊　著
「心霊探偵八雲⑨　救いの魂」 神永　　学　著
「ひなこまち」 畠中　　恵　著

《　児童書の新刊　》
「あしなが」　　　　　　　　あきやま　ただし　絵
「ちいさなおうさま」 三浦　太郎　絵

《　お知らせ　》

１０月９日（火）～１０月１９日（金）は蔵書点  
検のため、特別休館とさせていただきます

《　お話し会＆ブックラリー　》　
①お話し会・ハロウィーンスペシャル┃

　１０月２７日（土）１０：００～　集会室

②１０月下旬よりブックラリーを予定してます♪

　くわしくは図書室にてお知らせします

　

《  図 書 室  》
●平　日　　　　１０：００～１８：００

●土・日・祝日 １０：００～１６：００

●休館日　月曜日、月曜日が祝日の場合は翌日

今月は１日 ･９～１９日 ･２２日・２９日が休館です。

●問合先　勤労青少年ホーム　�３５４‐４０３６

◆坂本太郎さん（松島） ◆渥美保志さん（本郷）

◆磯田冨枝さん（松島）　 ◆櫻井きよ子さん（本郷）

◆須藤ちよのさん（高城） ◆大山一郎さん（磯崎）

◆佐藤やす子さん（磯崎）　 ◆加藤きよさん（幡谷）

寄付・寄贈
保健福祉センターへ　寄贈

囲碁愛好会（佐藤成之会長）より

囲碁具　２組

（ふれあいの湯へお越しの際はぜひ、ご利用

ください）

社会福祉協議会へ　寄付

　野呂晏子様（磯崎）より　　　　３０,０００円

　松島を考える会（林裕志代表、小島等代表）

　より　　　　　　　　　　　　　３０,０００円

１００歳表彰　おめでとうございます
 　長寿を祝い多年にわたり社会の発展に寄与してきたことを感謝し、今年度

中に１００歳を迎えられる方に内閣総理大臣並びに宮城県知事から祝状と記念

品が贈呈されました。　町内では、２人の方に祝状と記念品が贈呈されました。

　三條とみさん（根廻）　 土井ちよ子さん（手樽）

地域にある危険箇所を親子で点検
　松島第二小学校 PTA（飯川斉会長）では、８月１８日に危険箇所を掲示する安全マップづくりを学校内のホールで行い

ました。

　５、６年生の児童とその保護者、教師など約４０人が参加。昨年から調査を進めていた危険箇所を約３メートル四方の

マップに書き込み、さらに、別の地図には、「カーブで車が怖

い」など、子どもたちが自分たちで危険と思った箇所を次々に

書き加えていました。

　飯川会長は「親が危険と感じない箇所でも、子どもの視点か

らは危険と感じる箇所があるので、それを共有するためには、

子どもたちに自由に書き込んでもらうことが非常に効果的だ

と思います。また、学区内の大きな地図を見ることで、親子で

自分たちの住んでいる地域を再発見にすることにもつながり

ますね」と話していました。

　作成した地図は、校内の廊下に掲出し、子どもたちが常に危

険箇所を意識できるようにしています。
▲地域の危険個所に印をつける松島第二小学校の児童たち
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くらしの 情報
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　保健師・管理栄養士・スポーツイン

ストラクターがあなたに合う健康スタ

イルを見つけるお手伝いをします。

●期日　１１月１６日（金）、１２月１４日

（金）、平成２５年１月１８日（金）、３

月１日（金）　４回コース

●内容　１０：００～１０：３０　健康と栄

養のワンポイントアドバイス　１０：

３０～１１：３０　内丸由美子インスト

ラクターによる運動の実技指導

●場所　温水プール美遊  2 階スタジオ

●参加費　無料　

●対象　生活習慣病を予防・改善し

たい方　（先着２０人）

●申込締切　１０月３１日（水）

 減  る  脂 クラブ
ヘ ル シー

問　合　先内　容　等対　象場所・主催日　時相談事業

企画調整課まちづくり支援班
� 354�5809

多重債務問題、離婚問題、
相続問題など。相談は無
料で秘密厳守します

町　民
１人原則３０分

役場３階
会議室

１０月９日 （火）
１０：００～１７：００

弁護士による無料
法律相談（予約制）
弁護士　小川真儀

町民福祉課福祉班
� 354�5706

人権擁護について

町　民
勤労青少年
ホーム

１０月２日（火）
１１月６日（火）
１０：００～１５：００

人権なんでも相談

企画調整課まちづくり支援班
� 354�5809

行政相談について行政相談

産業観光課商工観光班
� 354�5708

消費生活相談について消費生活相談

町民福祉課福祉班
�３５４�５７０６

生活保護に関する相談町　民
役場３階
会議室

10 月 4日 （木）・18 日 （木）
１０：００～１５：００

生活保護相談

塩釜市けやき教室
� 364�5141

小中学生を対象にした
不登校に関する電話相
談・学校復帰指導

塩釜市・多賀城市・
松島町・利府町・
七ヶ浜町の小中学
生及び保護者

塩釜市
けやき教室

平日　９：００～１５：００不登校電話相談

健康づくり（保健師・栄養士）
� 355�0703

健康に関する相談

町　民
保健福祉
センター
どんぐり

平日　８：３０～１７：００

健康電話相談

子育て支援センター
� 354�6888

育児・子どもの発育・発
達に関する相談

発育発達電話相談

地域包括支援センター
� 354�6525

高齢者の介護・生活等に
関する相談

高齢者に関する
電話相談

宮城県母子福祉センター
�２５６-６５１２

母子父子家庭等に関す
る相談

町　民
宮城県母子福
祉センター

１０月１８日 （木）
１０：００～１２：００

母子父子家庭等特
別相談

町民福祉課健康長寿班
健康づくり担当
�３５５�０７０３

こころの問題を抱えた
本人や家族の相談

塩釜保健所管内に
居住する方

１０月は、松島町での相談はありません。近
隣の市町村での相談を紹介することもでき
ますので、お問合せください。

こころの相談
（予約制）

塩釜保健所
母子障害第二班
� 365�3153

ひきこもりや、思春期
の心の問題を抱えた本
人や家族の相談塩釜保健所

１０月１０日（水）
１３：３０～１６：３０

ひきこもり・思春期
こころの相談（予約制）

アルコールや薬物の問題を
抱えた本人や家族の相談

１１月１６日（金）
１４：３０～１７：００

アルコール・薬物
相談（予約制）

宮城県精神保健福祉センター
生活支援班
�０２２９�２３-１６１5

ひきこもり等の悩みを持つ方
への関わり方、支援方法等
のグループワークや講義等。
（お茶代等実費負担あり）

県内在住で、ひき
こもり等の悩みを
持つ家族の方

宮城県精神保健
福祉センター
（宮城県精神保健
福祉センター主催）

１０月１０日（水）
１３：００～１６：００

青年期（ひきこもり）
家族会（申し込み制）

希望園
� 353�4301

未就学児の療育相談、
発達など

町民希望園
１０月 4日（木）・9日（火）
１0：００～１4：００

「ひなたぼっこ」
（予約制）

　東日本大震災での活動等を踏まえ、

北海道、青森県、秋田県、岩手県、

山形県、福島県、新潟県、宮城県の

各消防機関および防災関係機関が相

互に連携して災害即応体制の向上を

目的とした緊急消防援助隊北海道東

北ブロック合同訓練（図上訓練）を

開催します。

●開催日時　１０月２３日 （火）　

　　　　　　９：００～１６：００

●実施場所　宮城県総合運動公園　

グランディ・２１　セキスイハイム

スーパーアリーナ（宮城県総合体

育館）・（宮城県宮城郡利府町菅谷

字舘４０－１）

●その他 　自家用車で来場される

場合は、係員の誘導に従い駐車場

をご利用ください。その他ご不明

緊急消防援助隊

北海道東北ブロック合同訓練

な点は下記訓練事務局までお問い

合わせください。

●問合先　塩釜地区消防事務組合消

防本部警防課救急対策室　�３６１-

１６１２　FAX３６６-５１３０ 　健康や栄養の最新話題を、楽し

く・おいしく学ぶチャンスです。

●期日　１１月２９日（木）、１２月１３日

（木）、平成２５年１月２５日（金）、　

２月１４日（木）、３月１４日（木）

５回コース

●内容　１０：００～１１：００　気になる

健康と栄養の話、食べものQ＆ A

ほか　１１：００～１２：００　調理実習

（おいしくてヘルシーな家庭料理）

　１２：００～１３：００　試食、リラックス

タイム

●場所　保健福祉センターどんぐり

●参加費 １回　５００円　（材料代）

●対象　２０歳以上の方（先着１５人）

●申込締切　１０月３１日（水）

●申込み・問合先　町民福祉課健康

　長寿班　�３５５-０７０３

いちおし健康塾

●申込み・問合先　町民福祉課健康

長寿班　�３５５-０７０３
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� � 　クルマのＥＣＯ始めてみませんか。

「自動車の点検・整備のこと詳しく

わかります」　→　点検整備　で検

索。

●問合先　宮城運輸支局・検査整備

　　　　　保安部門　�２３５-２５１３

　町税などは、便利で忘れない、し

かも安全な口座振替を利用しましょ

う。

●納期　１０月３１日 （水）

●町県民税　３期

●国民健康保険税　７期

●介護保険料　４期

●後期高齢者医療保険料　４期

●問合先

課税については

税務班　�３５４-５７０３

納付については

特別滞納整理室　�３５４-５９１３

後期高齢者医療保険料については

町民サービス班　� 354-5705

介護保険料については

健康長寿班　�３５５-０６７７

10 月の納期限

●日時　

　１０月１１日（木）、１０月２５日（木）

　1０：００～１２：００

●場所　塩釜保健所

　（塩釜市北浜 4－８－１５）

●問合先　塩釜保健所　�３６３-５５０５

犬・猫引き取り日

●日時　１０月２７日（土）　１０：００

～１７：００（受付終了は１６：３０）

●場所　エル・パーク仙台　１４１ビ

ル５階（三越定禅寺通り館）

●相談内容　民事：多重債務の整理、

金銭貸借、交通事故など　家事：

婚姻関係、遺産相続関係など　大

震災被災に伴う民事・家事の困り

ごと全般

●相談料　無料

●問合先　仙台地方裁判所事務局　

　　　　　総務課　�２２２-６１１５

民事・家事「調停無料相談会」

２０１２自動車点検整備推進運動

強化月間　平成２４年９月～１０月

　国民健康保険加入者で今月７０歳

になる方（９月２日～１０月１日生ま

れ）へ、高齢受給負担割合が記載さ

れた国民健康保険者証を郵送します。

　なお、現在お持ちの被保険者証に

ついては、役場町民福祉課国保窓口

に返還してください。

●発送日　１０月 22日 （月）

●問合先　町民福祉課

　町民サービス班　�３５４-５７０５

国民健康保険被保険者証兼

高齢受給者証の交付について

　県が行う食の安全安心に関するア

ンケートへの協力や研修会をはじめ

とした各種行事への参加、県に対す

る食の安全安心に関する提言をして

いただける方をモニターとして募集

しています。詳しくは下記まで。

●対象者　県内在住者で１８歳以上

で食の安全安心について関心を持

ち、無償で参加できる方

●問合先　宮城県環境生活部食と暮

らしの安全推進課　食品企画班

�２１１-２６４３

みやぎ食の安全安心

消費者モニター募集

　各種選挙において、身体に重度の

障害（程度に条件があります）のあ

る方のために、在宅で投票できる制

度があります。

　あらかじめ障害の内容や程度が該

当するか確認し、該当する方は申請

により「郵便等投票証明書」の交付

を選挙の前に受けておく必要があり

ます。詳しくは下記まで。

●問合先　

　選挙管理委員会　�３５４－５８９３

身体に重度の障害のある方の

不在者投票について

歯科休日診療

休日・急患診療のご案内

診療科目受付（診療）時間診療日診療場所

内科昼夜間
日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日）
松島病院

内科・小児科
  8：45 ～ 11：30
13：00 ～ 16：30
（9：00 ～ 17：00）

日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日）
塩釜地区

休日急患

診療センター
小児科

（15歳まで）

18：30 ～ 21：30

（19：00 ～ 22：00）
土曜日（休日に当たる日を除く）

●問合先　松島病院　松島町高城字浜 1-26　� 354�5811

　塩釜地区休日急患診療センター　塩釜市錦町 7-10　� 366�0630

�３６２-０６３３塩釜市宮町１- ９目黒歯科医院 １０ 月７日 （日）

�３６６-４７１２塩釜市佐浦町１３-２２熊谷歯科口腔外科クリニック１０月８日 （月・祝）

�７６７-６４８０利府町菅谷台３- ７- １すがや台歯科医院 １０月 １４日 （日）

�３６４-６４７８多賀城市大代５- ２- １　杉山歯科医院 １０月２１ 日 （日）

�３６２-５２１３多賀城市下馬２- ８- ５こう歯科クリニック １０月２８ 日 （日）

�３５３-４０９２松島町磯崎字磯崎１０５- ３西村歯科医院１１月３日 （土・祝）

�７６７-５６７９利府町加瀬字石切場 1-1
　ヨークタウン利府野中わかば歯科クリニック１１月４日 （日）
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　国民年金は、２０歳から６０歳に到達するまでの４０年の間に国民年金保険料を納めていただくことで満額の老齢基

礎年金を受給することができる制度です。

　しかし、この間に保険料を納められなかった場合や被保険者としての届出を忘れたことで国民年金の資格期間が

ない場合は、将来の年金受給額が少なくなったり、年金そのものが受給できなくなってしまうことがあり、このよ

うな事態を避けるために、平成２４年１０月１日から、国民年金保険料を納めることができる期間を過去２年から１０

年に延長となる後納制度が始まります。

　具体的には、本年１０月から、平成１４年１０月分以降の納められなかった保険料を納めることができるようにな

ります。※注

　ただし、すでに老齢基礎年金を受給している方や６５歳以上で老齢基礎年金の受給資格をお持ちの方は、納めるこ

とができませんので、ご注意ください。

　なお、後納保険料を納付するためには、事前にお申し込みいただき審査させていただくことになります。審査の

結果、後納制度による納付をご利用いただけない場合がありますので、ご注意ください。

　また、平成２７年１０月からは、受給資格期間をこれまでの２５年（３００月）から１０年（１２０月）に

短縮する法律が施行される予定です。これまでの受給資格期間を満たさなかった方が年金を受給できる

場合や、後納制度を利用することで受給できるようになる場合があります。

　後納制度および受給資格期間の短縮に関する詳しい内容は下記「国民年金保険料

専用ダイヤル」またはお近くの年金事務所までお問い合わせください。

●問合先　仙台東年金事務所　�２５７－６１１５　

専用ダイヤル�０５７０-０１１-０５０　　０５０または０７０から始まる電話からは�０３-６７３１-２０１５

月～金曜日　午前８時３０分～午後５時１５分　ただし、月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は午後７時まで延長

第２土曜日　午前９時３０分～午後４時（祝日、１２月２９日～１月３日はご利用いただけません）

　平成２５年１月１３日に行う成人式典に向け、中央公民館では成

人者の確認を進めています。

　町内の小学校・中学校・高校を卒業されて、現在は就学・就労

のため町外在住の方、また、本町から転出予定で成人式典に参加

希望の方は中央公民館までご連絡ください。

●日時　平成２５年１月１３日 （日）　１０：００～　

●場所　会場は、後日お知らせします。

●対象　

　平成４年４月２日から平成５年４月１日生まれ

●その他　ご案内状は１２月に発送予定です

●問合先　中央公民館　�３５３-３０３０

後納制度（国民年金保険料の納期限の延長）の納付開始および

受給資格期間の短縮のお知らせ

第64回　松島町成人式のお知らせ秋の行政相談週間

 １０月１５日～２１日の１週間は、

「秋の行政相談週間」です。町には、総務大

臣から委嘱された行政相談委員がいます。

　国、県、市町村や特殊法人などの仕事につ

いて困っていることや要望したいことについ

て、相談に応じ、解決や実現の促進を図りま

す。

　秘密は厳守しますので、

お気軽にご相談ください。

●行政相談員

　��田敏幸さん

●住所　

　松島町高城字城内二 35

●電話番号　�３５４-２４６3 ▲��田敏幸さん
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８０歳になった時に、２０本以上の歯を維持するためには、歯ぐきのケアが大切です。

定期検診を受け、自分の歯の状態を知りましょう。

●実施期間　１０月１日（月）～１1月３0日（金）

●対　　象　４０歳・５０歳・６０歳・７０歳の方（対象となる方全員に９月中に受診票を送付しました）

●受診費用　１,０００円　　　●検診機関　指定歯科医院

●検診内容　歯の状況調査、歯周組織検査、結果指導、歯みがき指導

●注意事項　この検診には、治療行為は含まれていません。治療が必要な場合、後日予約を取り受診してください。

●問 合 先　町民福祉課健康長寿班　�３５５-０７０３

歯周疾患検診のご案内

追加健診のお知らせ
　ほとんどの生活習慣病は自覚症状がないため、気づいた時には病

状が進行していることも少なくありません。健診は病気の予防や早

期発見・早期治療だけでなく、あなた自身の健康を把握するために

も非常に大切です。年に１度は健診を受けましょう。

●日　時　　１０月２７日 （土）　７：００～１０：００
●場　所　　保健福祉センター（どんぐり）　　　　　　　　

●対象者　　９月の総合健診を受けそびれた方
� ������������������������������

●内　容

健（検）診料金対象者健（検）診名

胸部レントゲン：無料

喀痰検査：１,０００円

６５歳以上の方結核検診

４０歳以上の方肺がん検診

無　料４０～７４歳の国民健康保険加入者特定健診

無　料
７５歳以上の方

６５～７４歳までの後期高齢者等医療保険加入者
お達者健診

１,５００円１８～３９歳までの方青年健診

１,６００円３０～６９歳までの方
胃がん検診

１,０００円７０歳以上の方

１,８００円５０歳以上の男性前立腺がん検診

１,０００円４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳の女性骨粗しょう症健診

１,８００円上記以外の４０歳以上の方（男性を含む）骨量測定

  ８００円４０歳の方、今まで受けそびれた方肝炎ウィルス検査

※追加健診に大腸がん検診はありません。

※受診票のない方は、健診当日に会場で発行します。

※特定健診を受診される方は保険証を忘れず持参してください。

●問合先　町民福祉課健康

長寿班　健康づくり担当

�３５５-０７０３
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高齢者肺炎球菌ワクチンの費用を一部助成します

　平成２４年度、高齢者肺炎球菌ワクチンの費用の一部を助

成します。肺炎球菌は、高齢者の肺炎の原因の中で最も多

いと言われており、ワクチン接種によって肺炎の予防と重

症化の防止につながります。なお、このワクチンは 5年間
� ���������������

有効ですので、過去５年以内に接種した方は、再接種の必
� ��������������������������������������������

要はありません。
� �������������

●対象者　　７０歳以上（過去５年以内に接種していない方）

●実施期間　平成２４年４月から平成２５年３月まで

●助成回数　生涯１回

●接種場所　塩釜地区の指定医療機関

●助成額　　３， ０００円以内

（３， ０００円を超えた分は自己負担になります）

　※生活保護受給者は、全額助成します。

●接種方法　

直接、医療機関にお問い合わせのうえ受診してください。
� �������������������������������������������

※町からの受診券等の交付はありません。
� �������������������������������

※生活保護受給者は、受診時に受給者証を持参してくだ

　さい。

●問合先　

　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当　�３５５-０７０３

不活化ポリオワクチン接種について

　平成２４年９月１日から、不活化ポリオワクチンが

定期予防接種として導入されました。これまでの生

ポリオワクチンの集団接種は中止し、不活化ポリオ

ワクチンの個別接種となりました。

　不活化ポリオワクチンの対象者※の方には、案内と

予診票等をお送りしています。接種の際には、母子

健康手帳をご確認の上、接種

してください。

　ポリオの接種が終了してい

ない７歳６カ月未満の方で、

予診票等をお持ちでない方は、

下記までお問合せください。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　

　　　　　健康づくり担当　�３５５-０７０３

※不活化ポリオワクチン対象者は、松島町に住所が
ある生後３カ月から７歳６カ月未満の方で、ポリ
オの接種が終了していない方です。生ワクチン
の接種を２回終了している方、または、自費で不
活化ワクチンを４回終了している方は、接種の必
要はありません。

認知症サポーター養成講座受講者募集

　認知症は今やとても身近な病気で、国内で４００万人の方がこの病気を患っていると言われます。私たち一人一人が

認知症高齢者の方に対してちょっとした心使いやお手伝いができるようになると認知症の人でも地域で格段に暮らし

やすくなります。

　認知症について楽しく学び、この機会にあなたも認知症サポーターになっていただけませんか？

●日　時　１０月５日 （金）　１０：００～１２：００　　●場　所　保健福祉センター　どんぐり（会議室）

●講　師　グループホーム『桜の家』　　施設長　内海裕氏と職員のみなさん

●参加費　無料　　●定　員　　３０人（先着順）

●申込み・問合先　地域包括支援センター　�３５４-６５２５

松島町教育振興基本計画パブリック

コメントの募集について

　教育基本法の改正に伴い、松島町では教育の振興に

関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るために教

育振興基本計画を策定しています。

　素案がまとまりましたので、町民の皆さまのご意見

を伺うためにパブリックコメントを募集します。皆さ

まの貴重なご意見をお待ちしています。

●期間

　平成２４年 10月上旬～１1月上旬

●募集方法

　松島町ホームページ上にて募集

●問合先　教育課学校教育班　�３５４-５７１３

松島町就学時健康診断のお知らせ
　平成２５年度小学校入学児童を対象に、下記のとおり就

学時健康診断を行います。

　保護者付添いのうえ、健康診断を必ず受けてください。

●日時　１０月２６日 （金）　受付：１３：００～１３：３０

●場所　松島第一小学校　体育館

●診断内容

　内科健診・歯科健診・眼科健診・

　耳鼻科健診・心臓検診（心電図）

●当日持参するもの　

・保健調査票　・心臓病受検票

・健康診断順序　・母子健康手帳　・筆記用具

・上履き

●問合先　教育課学校教育班　�３５４‐５７１３
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橋梁架設工事による夜間通行止めについて

 三陸自動車道の４車線化工事に伴い、主要地方道仙台松島線（松島町桜渡戸地内の県道部）において桁架設工事を

行うため、下記の日程で夜間通行止めを実施します。

　一般車輛、歩行者優先で作業を行い、安全対策や振動・騒音等の環境対策に配慮し工事を進めていきますので、

ご理解とご協力をお願いします。

　※近隣住民の方は、架設現場付近までの通行は可能ですので誘導員にお声掛けください

●通行止め予定日　平成２４年１０月２２日（月）　２１：００　～　２８日（日）　６：００（予備日１日含む）

●通行止時間　　　２１：００～６：００（作業終了次第規制を解除します）

●問　合　先　　　宮城県道路公社　建設部企画建設課　� 263-0569

　　　　　　　　　東北ドック鉄工株式会社　�３６４-１１２７

　　　　　　　　　桜渡戸大橋現場事務所　　�３６２-６７０７

　松島町シルバー人材センターは、国と松島町から補助金をいただきな

がら町民生活のサポートを行う事業です。平成２４年４月から、名称が

「公益社団法人松島町シルバー人材センター」となりました。今まで以

上に公益的な事業を行い、町内の公共団体、民間企業および一般のご家

庭の御役に立ちたいと思います。なお一層のご支援・ご援助、ご指導を

お願いします。

シルバー人材センターでは会員を募集しています
　６０歳以上で健康で働く意欲がある町民の皆さま、これまで培った豊富

な知識と経験をシルバー事業に活かしてみませんか

公益社団法人松島町シルバー人材センター
〒９８１‐０２１５　松島町高城字浜１番地の３
�３５３‐４５０５　FAX ３５３‐４５０６
E-mai l :matsushima@sjc.ne.jp
URL:http://www.sjc.ne.jp/matsushima/

仙台松島道路７期事業開始のお知らせ（松島北ＩＣ～鳴瀬奥松島ＩＣ間の４車線化

　三陸縦貫自動車道の一部である仙台松島道路（宮城県道路公社管理）において、７期事業として新たな４車線化

工事が開始されます。

　

　今回新たに４車線化工事に着手する区間は、松島

北インターチェンジから鳴瀬奥松島インターチェン

ジまでの約６．８ｋｍで、今年秋から工事に着手し、

平成２７年３月末の完成を目指しています。

　現在工事中の６期事業（利府中インターチェンジ

から松島北インターチェンジ間）と合わせ、仙台松島

道路の全線が４車線化されます。

　工事期間中は、周辺道路における工事車両の通行

や一時的な通行規制など、近隣住民の皆様にご迷惑

をお掛けしますが、ご理解・ご協力をお願いします。

●問合先　宮城県道路公社　�２６３-０５６９

シルバーだより
� �������

� �������
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坂総合病院友の会

第 34回健康まつり

松島病院　産婦人科外来

松島囲碁愛好会のお誘い

みちのく・みやぎ矯正展

●日時　１１月３日（土・祝）　

　　　　９：００～１５：００

●場所　

　宮城刑務所（若林区古城２‐３‐１）

●内容　矯正行政の広報／刑務所作

業製品展示・即売／地域住民参加

による各種イベントなど

●その他　売り上げの一部は、犯罪

被害者支援団体の活動に助成され

ます

●問合先　法務省仙台矯正管区作業

課　�２８６-３７１５　

　宮城刑務所　�２８６-３１１１

　１８歳～８３歳まで会員数は３０人。

棋力に応じた手合い割り（置き碁）

で対等の対局を楽しんでいます。新

人会員歓迎！見学や体験も可能です。

●場所　勤労青少年ホーム　和室

●日時　毎週土曜日　９：００～１７：

００　第３土曜日は大会形式で９：

３０対局開始。その他は自由対局。

●入会金　１， ０００円

●問合先　松島囲碁愛好会

　事務局長　高橋仁　�３５４-２４７４

利府高校同窓生の集い

●日時　１１月１７日（土）　１８：００～

●場所

　グランドパレス塩釜　�３６７-３１１１

●会費　３， ０００円

●その他　

　当日は軽装でお越しください

●問合先　利府高校同窓会事務局　

　　　　　�３５６-３１１１

　初期の子宮がんは、殆ど自覚症状

がなく、定期的に検診を受けること

が、一番の予防になります。産婦人

科外来で検診を受けることをおすす

めします。

●診察日　

　月～土曜日（土曜日は午前中のみ）

●受付時間　午前　８：３０～１１：３０

　　　　　　午後　１４：００～１６：３０

●問合先　松島病院　産婦人科外来

　　　　　�３５４－５８１１

●日時　

　１０月１４日（日）　９：４５～１４：００

●場所　坂総合病院・クリニック１

号館（塩釜市錦町１６‐５）

●内容　講演、ステージ、健康

チェック、展示、模擬店、フリー

マーケット、ちびっこ広場など

●参加費　無料

●問合先　

　坂総合病院友の会　�３６７-９０２７

公共職業訓練受講生募集

●コース名　建築設備施工科、電

気・情報通信工事科、電気設備施

工科、設備保全技術科

●訓練機関　各６カ月　１１月２９日

（木）～平成２５年５月３１日（金）

●定員　各１５人

●受講料　無料（テキスト代・作業

服代などは自己負担）

●申込期間　

　１０月１日（月）～１０月２５日（木）

　居住地を管轄する公共職業安定

所を通じてお申し込みください

●実施場所・問合先　ポリテクセン

ター宮城名取実習場　訓練科

�７８４‐２８２０

公開英会話教室

●期日　１０月から平成２５年３月ま

での毎月第２・第４木曜日

●時間

初級英会話：１３：３０～１４：３０

中級英会話・ボランティア松島観

光ガイド養成：１４：３０～１７：００

　都合の良い時間にご参加ください

●場所　勤労青少年ホーム　集会室

●参加費　各回７００円

●申込み　当日直接ご参加ください

●問合先　松島善意通訳者の会

　　　　郡ひさ子　�２４６-３７１８

国際理解講座および交流会

　マレーシア出身の方に直接、自国

の事情をお話ししていただきます。

●日時　

　１０月１３日（土）　１０：３０～１２：００

●場所　勤労青少年ホーム　集会室

●講師　モハンマッドゥ　ハフィズ

氏（東北大学大学院建築工学部留

学生）

●参加費　無料

●交流昼食会費　１， ０００円前後

●申込み・問合先　松島善意通訳者

　の会　大浦　�３５４-３６７８

第２０回ジョイントコンサート
●日　時　　１０月２８日 （日）　開場：１２：３０　開演：１３：００
●場　所　　保健福祉センター　健康増進ホール
●入場料　　無料
●参加団体
コーラス：おたまじゃくし、福祉生産工房「松の実」、松島中学校合唱部、

弦　　楽：スズキメソード（才能教育研究会）、

　　　　　松島マリンギターアンサンブル、

　　　　　子育て支援センター母親クラブ（ハッピーベル）

吹奏楽部：松島高等学校吹奏楽部、松島中学校吹奏楽部

愛のオルゴール　島唄　花は咲く ほか

●問合先　熊谷　�・ＦＡＸ　３５４-３０４３
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マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
１０月１日（月）、２２日（月）１１月５日（月）
　母子健康手帳の交付　受付　９：３０～１１：００
※上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。　
�３５５－０７０３

マタニティ歯科健診
１０月２６日 （金）　対象：町民で妊娠中の方
　　　　　　　　受付：13：00 ～ 13：15

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
１０月２日（火）　１歳６カ月児健診　
　　　　　　　　 対象：H２３年２月～３月生
１０月５日（金）　３歳６カ月児健診
　　　　　　　　 対象：H２１年３月～４月生
　　　　　　　   受付：１２：３０～１２：４５
１０月９日（火）　ハイハイ赤ちゃんセミナー
　　　　　　　　（６～７カ月児子育て相談）
　　　　　　　　 対象：H２４年２月４日～４月６日生
　　　　　　　   受付：９：３０～９：４５ 

予防接種
１０月１９日（金）　BCG　対象：H２４年５月４日～７月１９日生
　　　　　　　　　　　受付：11：15 ～ 11：45

シルバー昼食会
１０月　 ２日（火）、１６日（火）　あったか～い（どんぐり１班）
１０月　 ９日（火）、２３日（火）　あったか～い（どんぐり２班）
１０月　 ４日（木）、１８日（木）　あったか～い（どんぐり３班）
１０月１０日（水）、 ２4 日（水）　あったか～い（どんぐり４班）
１０月　 ５日（金）、１９日（金）　あったか～い（品井沼）
１０月２９日（月）　　　　 　　あったか～い（ひだまり）

健康づくり事業
１０月   １日（月）　 動  楽 ウォーキング教室

どう らく

１０月２２日（月）　ノルディックウォーキング教室

精神保健事業
１０月１０日 （水）　かもめの会

健康増進機器利用講習会（保健福祉センターどんぐり）
平日（１人３０分程度）※事前に予約が必要です。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当

　　　　　�３５５－０７０３

『健康の日』のお知らせ
 　 水中運動は膝や腰などに負担をかけずに、筋力やバランス
力をアップさせます。
　　「健康の日」に参加して、ワンランクアップした健康を手に
入れましょう！
●日　時　10月 12日（金）　１０：３０～１１：３０（※ 10：00～受付）
●場　所　温水プール　美遊
●内　容　アクアエクササイズ
　　　　　（水中ウォーキング、ストレッチほか）
　　　　　講師：内丸由美子インストラクター
●参加費　５００円（券売機で利用券を購入してください）
　　　　　ただし、６５歳以上の方は３００円
　　　　　（受付でお支払いください）
●持参する物　水着・スイムキャップ・タオル
●申込み　10月 11 日（木）まで電話でお申し込みください
●問合先　町民福祉課健康長寿班健康づくり担当　�３５５-０７０３

♪子育てハッピーライフ♪ ～第四次松島町母子保健計画⑦～

●町の状況
　町では、ハイハイ赤ちゃんセミナー（６～７カ月児）で、
事故予防のアンケートと、事故予防のお話をしています。
平成２２年度のアンケートの結果で、事故予防に取り組ん
でいるご家庭は、誤飲予防７３． ９％、やけど予防９１．３％、転
落予防４４．９％、浴室事故予防７３．９％でした。６～７カ月
では、転落防止の対策はまだこれからというご家庭が多
いようです。
●お子さまの成長に合わせて、早め早めの対策を
【誤飲・中毒】特に、生後６カ月から２歳未満に多いです。
直径３９mm以下の小さな物や液体は、間違えて飲むことが
ないように、お子さまの手が届かない１ｍ以上の高さに
置くか、戸棚にロックするなどしましょう。特に多いも
のは、たばこ、薬、化粧品、電池、洗剤、灯油などです。
【やけど】１歳前後になると、やけどの事故が増えます。
アイロン、ストーブ、ポットのお湯、炊飯器の蒸気などは、
要注意です。ストーブには柵をつける、熱いものは１ｍ
以上離れた場所に置く、熱い飲み物をテーブルの端に置
かないなど、気をつけましょう。

【転落・転倒】まだ動けないころでも、足をバタバタして
ソファからずり落ちることがあります。ハイハイの頃で
も、階段を昇っていくこともあります。高いところに寝
かせない、階段に柵をつける、ベランダや窓の近くに足場
になるようなものを置かないなど、まだ歩かないから大
丈夫・・と思わず、早い時期から対策しましょう。
【おぼれ】子どもは、少しの水でもおぼれることがありま
す。浴槽や洗面器などに水をためておかないようにしま
しょう。どうしても水をためておく必要がある場合は、お
風呂に外から鍵をつけて入れないようにしましょう。また、
お外で遊ぶようになると、プール、川や海でも事故が起こ
りやすいですので、目を離さないようにしましょう。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　健康づくり担当
　　　　　�３５５－０７０３

＜ お知らせ ＞
10月15日（月）ねんりんピックが開催されます。
保健福祉センターで行う申請等につきましては、
10月16日（火）以降でのご協力をお願いします。

子どもを事故から守りましょう！

誤飲の対処法に困った時の相談先
◎つくば中毒１１０番（９～２１時）�０２９－８５２－９９９９

◎たばこ専用電話（２４時間、テープによる情報提供）

�０７２－７２６－９９２２
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（　）は前月比
男 7,375 人（+4）　   人口 15,260 人（+9）
女 7,885 人（+5）　   　  5,519 世帯（+2）

浅井元義スケッチシリーズ　PartⅡ
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子どもたちの体力向上を
とうまスポーツクラブ設立準備委員会 上野和香子 さん

ＣＯＴをはじめて体験して
　これまでのトレーニングとは違う感覚を覚え、衝撃
を受けました。子どもたちも楽しそうに身体を動かし
ていて、スポーツ嫌いの子どもでも楽しく続けられ、子
どもたちの体力向上につながっていくと思われます。

幼少期からＣＯＴに触れることで
　赤ちゃんのCOTというものも学びました。赤ちゃん
の頃から母親などの育児環境は、成長に大きく関わっ
てきます。たとえば、だっこする人の癖があり、そのた
びに赤ちゃんは態勢を整えようとし、体幹を鍛えるこ
とにつながると考えます。そして、その鍛えられた体
幹は、運動能力や知力という面などで大人になってか
ら表れてくるのではないでしょうか。

オリンピックメダリストの母として気を付けていること
　娘に対しては決して頑張れとは言いません。勝とう
が負けようが、娘の努力は知っているので認めます。
娘にとって家族は癒しの場となるよう心掛けています。
　
本町でＣＯＴを教える教職員にアドバイスを
　子どもの体力低下は一刻を争う重要なこと。教職員
にも同じ考えを持ってほしいと思います。体力向上は
知力にもつながり、学力向上にもつながります。その
考えを持ち、町全体で取り組みを続けてほしいですね。

 ▲上野和香子さん

　８月２５日に中央公民館で行われた松島町教育委員会

講演会に、アテネ・北京オリンピック女子柔道７０キロ

級金メダリストの上野雅恵さんと、ロンドンオリン

ピック女子柔道６３キロ級銅メダリストの上野順恵さん

の母である上野和香子さんが参加しました。

　町では、幼少期の体力づくりを図り、コーディネー

ショントレーニング（以下ＣＯＴ）を活用した取り組み

を行っています。

　日本体育協会の公認コーチを務める上野さんは、

コーディネーショントレーニングに魅せらせ、ご自身

の道場にも取り入れたそうです。このような背景から

今回、松島町教育委員会講演会に出席しました。


